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　　　　　　　　₂週にわたり₃日間の連休
　　　　　　　が続きましたが、今回パスす
　　　　　　　るとなかなか回数が稼げない
　　　　　　　ということで変則的にスケ
　　　　　　　ジュールを組んでいます。今
月はロータリーの友月間、基本的教育と識字
率向上月間です。識字率についてひとことお
話したいと思っています。
　日常生活で用いられる簡単で短い文章を理
解して読み書きができるということが“識
字”という定義です。識字率というのは15才
以上の人口に対する日常生活の簡単な内容
について読み書きができる人口の割合です。
My Rotaryでも紹介されていますが、現在世
界では読み書きができない15才以上は約₇
億500万人。全世界成人の17％に当たるとい
うことです。これに対してわれわれロータ
リアンが働きかけをしているということで
す。
　読み書きができないというのは、あまりふ
だんわれわれは考えないのですが、どういう
状況かというと、基隆に行ったときに向こう

の方たちとはボディーランゲージで意思疎通
ができる方がいらっしゃると思いますが、要
はことばがわからない。すると何が書かれて
いるのか、何を言っているのかがわからない
し、コミュニケーションが取れない。それで
母国語がしっかり覚えられていれば当然翻訳
や、今ならスマホなどを使ってコミュニケー
ションが取れるわけですが、１つの言語もわ
からないという、そういう方々が大勢いらっ
しゃるということになります。
　このような状況になると、その中で生活を
送っていくことになりますと、できる仕事が
限られて選べない、せっかくその国々で用意
されている公共サービス、厚生サービスが受
けられない。何よりも危ない、これをやって
はいけない、あれをやっちゃいけないなどの
注意喚起されているにもかかわらず、それが
わからない。人の身の危険につながってしま
うということです。
　それとは話がちょっと違うかもしれません
が、今オーストラリアなどの海外でワーキン
グホリデーで人稼ぎしようと大勢が行ったり
しているようですが、やはり短期で高収入を
得ようと目論んでいるのですが、技術がある
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にも関わらず言葉が分からなくて仕事がなか
なか見つからない、現実は厳しいという報道
も数多く見られる状況です。やはり言葉の部
分ではひじょうに難しい。
　そのような状況中でロータリーでは地域社
会が自力で学校を支え、教育における性差別
を減らし、成人の識字率を高められるように
支援することがわれわれに課せられている
活動目標です。My Rotaryには教師を育てる、
奨学金、教員への研修、成人の識字率向上、
難民に教育の機会をということでまとめられ
ていますので、クリックしていろいろ覗いて
みていただければと思います。
　識字率が低いのは発展途上国しかも後発発
展途上国ということで、特にアフリカ地域、
南スーダン地域やルワンダなどアフリカの
国々がなかなか大変な状況になっています。
学校が近くにない、教室の質が悪い、女性に
は教育は必要ないという考え方、やはり戦争
と紛争などがなかなか識字率が上がらない要
因になっているということです。その要因を
つぶしながらいろいろ応援しているわけです
が、サイトなどでピックアップして紹介され
ているのは教育の教材を提供したり、学校を
整備したりもそうですが、教える方たちを
しっかり教育して、質の高い教育を皆さんに
届けよう。最近はそういう活動もけっこうや
られていることが紹介されています。
　このようなことをいろいろやっていかなけ
ればいけないということで、Rotary Voiceな
どにも各クラブの取り組みなどが紹介されて
いるので、ぜひ見て少し識字について考えて
いただければと思います。
　日本についてはひじょうに平和な時代が続
いていたということで、江戸時代後期に寺子
屋というものがあって、それが当時は世界的
にもひじょうに識字率が高かったという記事
もあります。その要因はやはり江戸時代は徳
川時代でぜんぜん戦争もなく平和で、武士の
世界、町民文化、いろんな文化が発達したと
いうことで自然と学びの場を求め、町民など
男女を問わず、勉強したい人は勉強するよう
な世界があった。もしかしたらわれわれ日本

人は識字率に対して早いうちに文化を身に付
けて、早いうちにいろんなことが世界に先
立ってできたという要因になったのかもしれ
ません。
　とにかくいろんなことをやっていかなけれ
ばいけません。いろんなプロジェクトを立ち
上げるということで考えるとひじょうに難し
い話になるのですが、幸いなことにロータ
リー財団でもいろいろやってくれています。
寄付をするとそれに繋がります。最後に財団
の寄付を一生懸命やっていただきたいという
ことをお願いして会長要件とします。

　ボックスにロータリーソングの冊子を入れ
させていただきました。これは次週の会長要
件に話そうとしていたネタです。

　　　　　　　〇アクトの翼について
　　　　　　　　毎年恒例のアクトの翼に、
　　　　　　　今年は１名、工大二高の₂年
　　　　　　　生男子の参加申込がありまし
　　　　　　　た。ロータリアンとしても引
率で一緒に行けます。もし行きたいという方
がいれば₉月3０日が申込期限ですので、お申
し出ください。
〇八戸市総合防災訓練について
　10月26日㈯午前中、館鼻岸壁です。八戸
ロータリークラブとしては初めての参加です
ので、ブースを作ってそちらで展示をしたり、
ロータ君も来たりすると思います。お手伝い
でお声がけをするかと思いますので、ご参加
される方はよろしくお願いします。
〇ボックスに佐々木ロータリー情報委員長よ
りA₄用紙が₂枚入っています。これはロー
タリーに関する会合、寄付金など基本的情報
が分かり易くまとめてある用紙です。IDM
とは？ニコニコボックスとは？など、なか
なか聞けないようなことが書いてあります
ので、新会員の方はご参考いただければと思
います。

幹 事 報 告　 小田山紀暢 幹事
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　　　　　　　親睦・会場委員会
　　　　　　　　　　　　　　佐藤恒寛委員
　　　　　　　ニコニコボックスの報告

橋本八右衛門さん　涼しくなりました。過ご
　　　　　　　　　しやすくなりましたが、
　　　　　　　　　体調に気をつけましょう。
熊谷清一・赤澤栄治　ニコニコデー

委 員 会 報 告

会　　　員　　　卓　　　話

熊谷清一さん
　　　　　　　　思いがけず卓話をすること
　　　　　　　になってしまいました。わた
　　　　　　　しの拙い話をお聞きいただけ
　　　　　　　ればと思います。
　わたしは平成₈年₆月28日に八戸ロータ
リークラブに入会させていただき、28年間経
ちました。お世話になっております。ロータ
リーの目的は「意義ある事業の基礎として奉
仕の理念を奨励し、これを育むことにある」
とされています。前回、卓話をさせていただ
いたときに、そのテーマは職業奉仕、四つの
反省ということでお話しさせていただきまし
た。その中で、菅生浩三さんとおっしゃる方
が紹介した「今日における職業奉仕の重要性
について」ということでお話しさせていただ
きました。
　きょう卓話をするにあたり、改めてその書
かれたものを見返してみました。菅生浩三さ
んはその中で、先ず社会に役立つ人間になる
方法は自分の職業にある。職業奉仕を簡単に
定義すれば、職業を通じて他人を助けること
です。この職業という領域にこそロータリー
の奉仕の本質があります。サービスという
ロータリーの基本理念は実に単純です。人は
自分のためだけでなく、他人のためになるよ
うに誠実に他人に尽くすことによって、初め
て自分の幸せを手に入れることができるとい
うことです。そして、そのような人々によっ
て、初めて幸せな良質な社会が築かれるで
しょう。そのような考え方は本来的に文明社
会の根底に横たわる基本的な真理です。ロー
タリーはその真理を指摘し、そしてその実践
を強調してきただけなのです。

　さらに職業奉仕とは、職業を正しく遂行す
ること自体が他者のニーズを充足し、他者に
奉仕すること、すなわち社会に奉仕すること
を意味する。一般社会において職業とは生計
を得るための、あるいは財産を形成し、社会
的地位の充実向上を図るための手段と解され
ており、これはごく自然な受け止め方ですが、
しかしながら、その受け止め方は自分のため
の職業です。しかしロータリーの職業は他者
のための職業活動です。自己のための職業か
ら他者のための職業への転換、これこそが職
業倫理の基本である。と述べられています。
　まさに今回卓話をするにあたり、このこと
ばを再び噛み締めて参りました。今回の卓話
の話をいただきまして、この職業奉仕の観点
からわたしの弁護士という仕事を振り返って
考えてみました。わたしは弁護士の仕事をす
るときに、「美しき灰色を探す」ということ
を座右の銘としています。これからその「美
しき灰色を探す」ということについてお話し
いたします。
　「美しき灰色を探す」ということを座右の
銘としたのには、ある方のお話があります。
その方はわたしの司法修習時代の民事裁判の
指導裁判官です。司法試験に合格した後、司
法研修所に入って研修することになりますが、
わたしの時代は修習期間は₂年間でした。今は
１年間ですが、わたしの時代は₂年間でした。
　司法研修所の修習は約半年、あとの１年半
は裁判所の修習、検察所の修習、弁護士の修
習。これは実際に現場に行って修習するとい
う形態です。民事裁判修習のときに担当の指
導される裁判官と公私ともに親しくさせてい
ただき、弁護士になった後もたびたび一緒に



食事をしたり、一緒に飲んだりして、一緒に
過ごさせていただきました。
　その中の話ですが、ある時この指導裁判官
が「人と人とのトラブルは池に石を投げて、
その時に生じる波紋です。そのトラブルの解
決はその波紋をどのように鎮めるか。池に石
を投げる前にあるような静かな水面にする
か、ということです。判決をすることもこの
波紋の鎮め方の一つの方法ですが、最良の方
法とは言えないのです。最良の方法は当事者
の互いの心が安らぐことです。判決は白か黒
か。₀か100かです。判決による解決方法は
争いの当事者の一方に不満を残し、その人の
心が安らぐことがないのが通常です。われわ
れ法曹界（裁判官・検察官・弁護士）に身を
置く人は常に当事者の互いの心が安らぐ解決
策を模索しなければいけないと強く思いまし
た。」と話されました。
　この話はわたしにとって、衝撃的、わたし
の心に強い影響を与えて、心の奥底まで響き
ました。それ以来、弁護士としては全面的に
依頼者の利益を全うしなくてはならないので
すが、わたしとしては依頼者の利益を全うし
ながら、互いに譲り合い、互いが納得できる
解決策がないかを常に模索して参りました。
そのような解決策が見つかれば、当事者双方
の心が安らぎ、その後の双方の人生に資する
というふうに考えたからです。
　判決はまさに白か黒か、all or nothing、₀
か100かですが、その白と黒との間の灰色の
どこかに紛争の当事者が譲り合い、互いがど
うにか納得できる解決策がないかを模索して
きましたし、今もそのように考えて仕事をし
ております。まさに黒と白の間に無限の灰色
の続きがあります。そのどこに落としどころ
があるのか。お互いがある程度譲り合って満
足できるところがあるのか、そこが「美しき
灰色」。まさに美しき灰色を模索すべき、と
いうことだと思います。今お話したことが
「美しき灰色を探す」というのを座右の銘と
した所以です。
　次にone stop事務所についてお話をします。
これも法律問題に悩んでいる方にとって資す

るシステムだと考えています。
　東京で弁護士をしていたときの話ですが、
大学の同期で税理士をしている友人がおりま
した。彼の依頼者の法律相談をしていたとき、
彼が病院には総合病院があるのに、法的問題
を解決するための総合病院的施設がないのは
なぜだろうね、と何気にポツンと話した。わ
たしもそうだよな。例えば相続問題を解決す
るために紛争があれば弁護士に相談するし、
遺産評価や税金問題は税理士だし、登記問題
は司法書士だよな、などと言い、二人で雑談
のように話していました。
　例えば、AさんからBさんに土地の所有権
を移転するという場合に、弁護士としてはど
ういう形態であっても、AさんからBさんに
権利、所有権が移転すればそれでよしとしま
す。ところが、その所有権の移転の形態が贈
与と売買では税金の負担が全く変わります。
贈与だと受け取ったほうが税金を払わなけれ
ばいけないし、売買だと譲渡したほうが税金
を払う。税額もぜんぜん変わってくる。そう
いう意味ではやはり弁護士と、その問題では
税理士さんと共同で依頼者の話を聞いて、ど
ういう方法が一番依頼者の利益に資するかと
いう方法を模索するということが必要になっ
てきます。
　二人で話をしているうちに、法的問題を抱
えている人がその事務所に来たら、ワンス
トップで解決できるような総合病院的事務所
を作ろうという話になりました。ワンストッ
プというのはそこに来たらすべて解決できま
すよ、という形態の事務所です。まさにこの
ような事務所を作ることが、法的問題を抱え
た人にとって便利であり、利益になると考え
たからです。
　それから二人で総合病院的事務所を作ろう
と精力的に活動しました。でも結局うまくい
きませんでした。その理由の１つに、東京で
は弁護士もそうですが、税理士、司法書士、
行政書士等は、例えば司法書士は会社関係の
登記だけ、不動産関係の登記は、それぞれ専
門分野に分かれている。そういうそれぞれの
職種、弁護士も司法書士も行政書士もそれぞ
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れ、行政書士などは運転免許の書き換えしか
やらない。
　だからワンストップの事務所、いろいろな
人が法律問題を抱えてきたときに、その問題
に対応できるような事務所を作るためには相
当な人数の弁護士、司法書士、行政書士を集
めなければいけない。そういう壁にぶち当た
り、その人員を揃えることができず、結局ワ
ンストップ事務所の構想は挫折しました。
　そうするうちに、わたしは平成₄年に八戸
に帰ってきました。帰るにあたって、高校同
期の友人から工藤力さんを紹介されました。
工藤さんは当時、合同事務所（今のたいよう
総合経済事務所）を主宰して、その中に司法
書士、行政書士、建築士など数々のワンス
トップ事務所的なものを作っていました。
　彼を紹介されていろいろ話をした中で、う
ちの事務所に弁護士がいないからぜひ帰って
きたら参加してくれないかという話でした。
わたしはまさに東京でそのような活動をして
挫折した人間ですから、渡りに船で、即座に
参加させてくれということで、合同事務所に
参加して、合同事務所内に熊谷法律事務所を
作りました。その後、約10年してから、弁護
士の大澤先生が合同事務所に参加するという
ことで、その当時いた公認会計士の小山信さ
んと二人で独立して、諏訪にあおばグループ
を作ってワンストップ事務所を形成していこ
うよということで活動してきました。やはり
ワンストップ事務所はそういう事務所の形態
を作ろうということで、小山さんとわたしと司
法書士の畑中さん、社労士の島守さんも参加。
　小山さんは何年か前に八戸ロータリークラ
ブ会員の小林幹夫さんが代表の第一会計と合
併しましたので、今は去年から同じ建物内で、
わたしの事務所と第一会計さんと司法書士の畑
中さん、島守さんは入ってくるのは事務所の
スペースが狭いので、彼は別のところで社労士
の事務所を開いて、これからも問題を抱えた
人が事務所にきたときに対応する。労働問題
なら島守さん、登記なら畑中さん、税金問題な
ら第一会計と連携して今は仕事をしています。
　もう一つお話したかったのは、八戸ロータ

リークラブが小菊荘に対する支援をされてい
ますが、わたしはこの支援活動に深く感銘を
受けています。わたし個人としてはこのよう
な支援活動こそがロータリークラブの奉仕の
理想に叶うものだと強く思っています。わた
しのお願いとしては、末永く小菊荘に対する
支援を継続していただきたいと思う次第です。
わたしも微力ながら小菊荘においては無料奉
仕相談をさせていただいています。
　最後にわたしにとっても八戸ロータリーク
ラブの存在とはなにか。わたしにとって八戸
ロータリークラブの存在は八戸ロータリーク
ラブの会員であることによって、わたし自身
が弁護士として職業奉仕を実践しているかど
うかを常に内省する場所を与えてもらってい
るということだと思います。このように内省
を怠ることなく、弁護士という職業を全うし
たいというふうに考えています。

鶴飼寿栄さん
　　　　　　　　SAAの鶴飼です。きょう
　　　　　　　はSAAの話をしようと思っ
　　　　　　　ています。SAAの話はおそ
　　　　　　　らくクラブ始まって以来では
ないかと思います。SAAって何ですかとい
う質問がけっこうあったわけです。わたしが
そこに座っているのは何のためかというのは、
よく理解しない人もあって、ひじょうに孤独
な思いをしました。きょうわたしがSAAの
話をするという話をぜひ聞きたいという人は
何人かいましたが、きょう見たら、その方々
はことごとく欠席しているようです。ひじょ
うに空しい思いをしています。
　わたしもSAAの経験は初めてですが、ぜ
ひこれをやってくれということで、会長から
指名されましたので、これは断る必要もない
ので、たぶん一番楽な仕事だろうと思って引
き受けたわけです。今までの前例からいくと、
Mテーブルに座ってただ威張って、ご飯を食
べれば良かったいう認識でした。わたしは威
張ることは得意ではないので、前任者の佐々
木さんはいよいよ髭を生やして、威張ってい
ましたが、わたしにはできない。

― ₅ ―



　SAAとはいったい何なのか。わたしも会
場監督だと思って軽く考えていました。そ
こに書いているように、SERGENT-AT-
ARMSの略です。これは何を意味しているの
か。武装した護衛官ということです。ロータ
リークラブでは会場監督あるいは進行役とい
う意味で使われているようです。具体的な職
務内容は例会の進行と会議の議長、例会会場
の入場および退場許可。卓話の時間を励行。
例会会場では多岐にわたり強い権限が与えら
れる。日本のロータリーでは主に会場監督が
大半ですが、中には風紀委員会というのもあ
りました。その他SAA委員会なるものもあ
り、組織的に活動しているクラブもあります。
この2830地区においてはSAAは役員であり、
その他、副SAAの設定も多く見受けられま
す。当クラブでは１人だけです。
　当クラブのSAAの主な仕事は例会中に私
語をする人に注意をする、服装、バッチを付
けていない人に付けるように促すといったも
のが主だったようです。わたしの感覚からい
えば、どちらかといえば人選においては枯れ
葉族のイメージがあり、その存在は透明人間
みたいな感覚だった気がしていました。しか
し全国のクラブでは例会の司会、あるいは理
事会の司会、クラブ会議録のチェック、クラ
ブ運営の監視その他活動は目覚ましいものを
しているということがわかってきました。あ
まりこういう話をすると、明日から鶴飼さん
やってくれと言われそうですが。
　ではわたしの場合、何をやっていけばいい
のかを考えるようになりました。ロータリー
の四つのテストはすべてを網羅しているので

はと思います。四つのテストを基本として、
SAAの活動がスムーズにいけば一番いいの
ではと思っています。特に「真実かどうか」。
　よくこのわかりにくいことが多く、最近例
会でも、この間トンボがバックしないという
話をしていた人がいましたが、どうもそれが
気になっていろいろ調べてみたら、バックす
るトンボもあったわけです。こういうふうな
頓智がときどき出て、皆さんを悩ませている
ようです。楽しいことですが、度を過ぎると
やはりペテン師、詐欺師ということになりか
ねないということです。楽しくやっていくた
めにその辺をコントロールが必要なのかと思
います。こういう人たちは職業分類の中には
名が出てきません。きょう欠席ですが、唯一
それが得意な人は薬剤師。ヤクザも職業では
ないと思いますが。そういったことで、ＲI
会長もロータリーのマジックということを提
唱しています。どうもマジックは手品という
そんなふうな感じもします。やはりロータ
リーの本筋をしっかり見極めながらやってい
きたいと思っています。
　「みんなに公平か」これも大事なことです。
これまでゴルフクラブ、水曜会は活発に活動
していますが、実はゴルフをやらない人たち
もたくさんいて、こういった人たちがなかな
か輪に入っていけないこともあるわけです。
何かしら皆さんがほかにやれる趣味を一堂に
募って楽しんでやれればいいのではと思って
います。理事会でカラオケクラブを認定いた
だきましたので、これからこの「昭和ロマン
ティ」という名前のカラオケクラブ、いろい
ろ規制がありますが、ただそれを乗り越えて、
どなたでも参加していただければいいのでは
と思っています。その他にも「走ろう会」も
あったわけですが、実は最近途絶えていると
ころもあるので、これも復活させて最後には
「みんなのためになる」クラブにしていけれ
ば、すばらしいクラブになるのではないかと
思っています。
　そのためのSAAの役割を果たせたらいい
のかと思っています。皆さん、あまり期待し
ないで参加していただきたいと思います。

― ₆ ―



― ₇ ―

出　　　　席　　　　報　　　　告
出 席 委 員 会

第₃₃₂₈回例会（₉月₂₅日） 第₃₃₂₆回例会（₉月₄日）

出　席　率　　　　　　　　　₆₈．₃％ 出　席　率　 　₇₃．₀％ 修　正　　　₇₃．₀％出席率

総 会 員 数　 　　　₆₅名 出席数
４₃名 総 会 員 数　 　　　₆₅名 メークアップ ₀名した人数

出席義務会員
₆₃名

出席免除会員
₂名

欠席数　　　
₂₀名

出席義務会員
₆₃名

出席免除会員
₂名 欠　席　数　　　₁₇名


